
紹

介

中
村
直
勝
博
士
古
稀
記
念
会
具

申
村
直
勝
博
士
蒐
集
古
文
書

　
本
書
は
中
村
直
勝
博
士
の
古
稀
の
寿
を
記
念
す
べ

く
、
博
士
の
蒐
集
さ
れ
た
古
文
書
三
五
五
通
を
刻
印

し
、
詳
細
な
解
説
を
附
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
私
も
、
石
田
善
人
氏
を
手
俵
っ
て
、
そ
の
解
読

に
微
力
を
供
し
た
一
人
と
し
て
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
文
書
内
容
は
平
安
絶
代
五
通
・
鎌
倉
時

代
四
二
通
・
南
北
朝
蒔
代
三
〇
通
余
・
室
町
戦
国
時

代
六
〇
通
余
、
以
下
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
文

書
内
容
か
ら
云
え
ば
、
院
宜
・
太
政
官
符
案
・
東
寺

長
薪
宜
・
将
軍
家
御
教
書
・
東
大
寺
政
所
下
交
・
将
軍

寂
政
所
下
文
・
東
大
寺
奉
行
所
奉
書
・
室
町
幕
府
奉

行
人
連
暑
奉
書
等
の
公
文
書
、
嵜
進
状
・
軍
粒
状
・

著
到
状
・
請
交
・
起
講
文
・
願
文
等
で
注
賦
す
べ
き

も
の
が
あ
り
、
伊
賀
国
黒
田
庄
・
美
濃
国
大
井
庄
・

山
城
國
拝
師
庄
・
丹
波
国
大
山
庄
な
ど
す
で
に
著
名

な
荘
園
に
関
す
る
も
の
や
、
長
講
堂
領
・
法
金
剛
院

領
な
ど
の
関
係
文
書
で
、
い
く
つ
か
の
新
史
料
を
含

ん
で
い
る
。
し
か
し
博
士
の
古
文
書
瞠
対
す
る
魅
力

の
存
す
る
分
野
が
に
じ
み
娼
て
、
と
く
に
消
息
文
が

多
い
。
花
園
・
光
軸
・
後
光
厳
・
後
小
松
・
電
畜
原
・

後
奈
良
・
正
親
町
・
後
陽
成
・
後
療
・
関
正
・

霊
山
・
孝
明
等
の
天
皇
の
震
翰
御
消
息
は
圧
巻
で
あ

り
、
造
東
大
寺
大
勧
進
学
堂
・
東
大
寺
堅
守
・
足
利

義
満
・
三
条
西
実
隆
・
山
科
言
継
・
近
衛
信
罪
．
宇

喜
多
秀
家
・
金
地
院
崇
伝
等
の
消
恩
等
も
貴
重
で
あ

り
、
津
田
宗
及
・
細
川
幽
斎
・
古
田
織
部
・
織
田
有

楽
斎
・
本
阿
藤
光
悦
・
小
掘
遠
州
・
五
宗
旦
・
千
宗

左
・
金
森
宗
和
等
の
茶
人
、
　
春
屋
宗
園
・
玉
室
宗

珀
・
江
月
宗
玩
・
沢
庵
宗
彰
。
一
堂
文
守
・
翠
巌
夏

眠
・
回
外
宗
左
等
、
大
徳
寺
を
主
と
す
る
禅
僧
の
書

状
墨
跡
が
そ
の
数
に
お
い
て
多
い
。
と
く
に
金
森
宗

和
の
書
状
は
、
江
戸
初
期
の
芸
術
史
史
料
と
し
て
注

目
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

　
私
達
が
手
伝
つ
た
の
は
、
七
月
中
旬
頃
か
ら
約
一

ヵ
月
の
問
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
茶
人
の
消
息
文
は

難
解
で
、
鳩
首
検
討
し
た
が
結
局
文
殊
の
智
慧
が
爾

な
か
っ
た
も
の
も
多
々
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
も
の
十

数
点
は
、
赤
松
俊
秀
・
桜
井
景
雄
・
嘉
詩
辰
三
郎
の

諸
先
生
方
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
一

言
の
も
と
に
一
審
さ
し
も
ど
し
、
原
稿
を
作
れ
と
云

わ
れ
た
時
は
、
暑
気
も
加
わ
っ
て
、
古
文
書
の
魅
力

ど
こ
ろ
か
、
古
交
書
恐
怖
症
に
と
り
つ
か
れ
た
形
だ

つ
た
。
一
一
一
号
文
書
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
三

条
西
実
隆
書
状
に
至
っ
て
は
、
ど
こ
か
ら
ど
う
連
が

つ
て
ゆ
く
の
か
、
ま
さ
に
ク
イ
ズ
も
の
で
あ
り
、
博

士
の
「
古
文
書
の
魅
力
」
中
の
「
誰
も
解
け
な
い
暗

号
文
字
を
読
解
し
た
蕾
の
み
の
味
へ
る
快
感
。
そ
れ

が
古
文
書
が
す
ら
す
ら
と
読
め
た
時
の
骨
味
で
あ

る
。
」
と
の
心
境
と
は
、
か
な
り
へ
だ
た
っ
た
蕾
行

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
書
状
を
床
間
に
か
け
て
生

活
に
潤
ひ
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ

の
僅
か
な
蔵
書
で
は
あ
る
が
、
そ
の
書
物
の
下
に
埋

も
れ
て
い
る
床
闘
を
解
放
し
て
や
る
こ
と
こ
そ
先
決

で
あ
る
と
、
　
ペ
ン
を
欄
い
て
話
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
古
文
雷

に
対
す
る
歴
史
研
究
者
の
あ
る
べ
き
厳
し
い
態
度
を

た
た
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
と
、
今
、
こ
の
書
と

共
に
師
の
恩
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
　
（
A
5
判
　
コ

ロ
タ
イ
プ
三
十
二
葉
・
本
文
・
解
説
共
三
九
九
頁

中
村
直
勝
博
士
古
稀
記
念
会
刊
　
な
お
頒
布
希
望
の

向
に
は
、
京
都
大
学
文
学
部
園
史
研
究
室
に
て
、
頒

価
一
、
五
〇
〇
円
に
て
取
扱
中
）
　
　
（
三
浦
圭
一
）

水
口
町
志
編
纂
委
員
会
編

水
　
口
　
町
　
志

東
海
道
五
十
三
次
の
密
駅
と
し
て
著
名
な
滋
賀
県

甲
賀
郡
水
口
町
の
、
町
歩
六
十
周
年
を
記
念
し
て
企
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介紹

蔽
さ
れ
た
本
書
は
、
関
係
賢
路
の
前
後
六
年
に
わ
た

る
苦
心
が
見
事
に
結
実
し
て
、
こ
の
像
ど
上
梓
さ
れ

た
。
柴
田
実
先
生
を
監
修
着
に
、
京
都
大
学
国
史
研

究
室
の
石
田
善
人
・
朝
尾
直
弘
・
佐
々
木
隆
爾
、
郷

土
の
篤
学
蕾
馬
場
芳
太
郎
・
細
野
正
長
以
上
平
氏
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
本
書
を
ひ
も
と
い
て
、
ま
ず
そ

の
内
容
－
一
構
成
の
ユ
訟
ー
ク
さ
に
一
驚
さ
せ
ら
れ

る
。
上
巻
の
序
篇
は
自
然
環
境
を
概
観
し
、
本
篇
で

通
史
を
と
り
あ
げ
る
の
は
通
例
な
が
ら
、
下
巻
外
篇

は
水
口
今
昔
と
題
し
て
水
口
の
由
来
よ
り
は
じ
め
て

さ
ま
ざ
ま
の
償
承
や
郷
土
産
業
を
三
二
項
に
わ
た
っ

て
興
味
深
く
展
開
、
社
寺
簾
は
二
六
社
七
八
寺
そ
の

他
に
つ
い
て
由
緒
・
現
状
等
を
精
説
、
人
物
篇
ま
た

実
に
一
七
七
名
の
多
数
に
わ
た
り
、
水
口
藩
主
や
文

化
人
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
、
以
上
三
篇
は
馬
場
．

細
野
爾
氏
の
苦
心
に
な
り
、
さ
す
が
郷
土
に
あ
っ
て

長
年
の
辛
皆
を
偲
ば
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
下
巻
最

後
は
史
料
篇
で
、
以
上
上
下
二
巻
六
篇
よ
り
な
る
本

書
は
、
通
史
の
い
わ
ば
補
譲
的
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
別

篇
と
す
る
こ
と
で
、
本
篇
は
「
町
史
」
と
し
て
極
め

て
ス
ッ
キ
リ
し
た
形
で
登
場
さ
せ
る
。
し
か
も
本
篇

の
内
容
ま
た
、
あ
り
き
た
り
の
通
史
概
説
の
類
で
は

な
い
。
第
一
章
古
代
の
水
ロ
は
、
伝
承
の
世
界
を
埋

．
職
文
化
よ
り
み
た
古
代
水
口
よ
り
前
に
お
き
、
大
化

改
漸
と
近
江
宮
、
平
安
期
の
甲
賀
、
で
古
代
を
片
付

け
て
い
る
。
一
片
の
土
器
片
や
一
つ
の
古
墳
か
ら
当

該
市
町
村
の
原
始
・
古
代
史
を
拡
大
す
る
如
き
、
針

小
棒
大
の
史
料
操
作
を
本
書
は
と
ら
な
い
。
中
世
は

甲
賀
武
士
の
活
躍
と
題
し
て
、
甲
賀
三
郎
の
伝
説
よ

り
は
じ
め
て
山
中
文
書
と
蒲
生
文
書
を
縦
横
に
駆
使

し
て
、
柏
木
厨
代
官
山
中
氏
、
嵩
置
荘
官
儀
俄
氏
の

活
躍
を
中
心
に
展
開
す
る
。
山
中
文
書
の
広
汎
な
利

用
は
管
見
の
限
り
本
書
を
初
め
と
す
る
が
、
そ
れ
だ

け
に
随
処
に
新
知
見
が
紹
介
さ
れ
る
。
近
世
に
入
れ

ば
、
ま
ず
水
口
宿
と
題
し
て
、
水
口
宿
の
成
立
か
ら

変
遷
、
宿
の
機
構
、
宿
場
町
の
生
活
が
、
豊
憲
な
史

料
を
駆
使
し
て
詳
説
さ
れ
、
つ
い
で
助
郷
の
隠
々
と

題
し
て
、
隔
水
口
宿
周
辺
の
諸
村
（
近
時
の
町
村
含

併
で
、
償
伴
谷
村
、
柏
木
村
、
水
口
町
、
貴
生
川
町
・

が
合
併
、
さ
ら
に
今
郷
、
蟻
峨
、
和
野
部
落
を
加
え

た
）
の
歴
史
が
、
助
郷
に
焦
点
を
合
せ
な
が
ら
概
観

さ
れ
、
以
上
の
水
口
宿
と
助
郷
の
村
々
を
一
体
と
し

て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
近
世
水
口
宿
の
す
べ
て
が
、

晃
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
幕
藩
体
制
の

崩
壌
、
近
代
水
口
町
の
成
立
、
社
会
経
済
の
発
展
、

二
度
の
大
戦
と
登
載
、
現
代
の
水
日
と
続
け
て
、
宿

駅
水
口
の
現
代
に
至
る
歩
み
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
撫
雑
な
紹
介
で
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か

と
思
う
が
、
本
篇
は
、
水
口
町
の
歴
史
的
特
色
に
則

し
た
通
史
と
し
て
描
か
れ
、
そ
れ
だ
け
に
、
学
問
的

に
極
め
て
讃
辞
な
業
績
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
方

法
こ
そ
が
、
　
一
地
方
史
が
、
広
く
学
界
に
そ
の
存
在

を
霊
張
し
得
る
方
法
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
最
後
に
史
料
篇
は
、
本
篇
中
の
主
要
史
料
で
あ

る
蒲
生
文
書
・
山
中
文
書
・
町
役
場
所
蔵
文
書
・
区

有
文
書
を
収
め
る
。
中
で
も
山
中
文
書
は
、
こ
こ
に

初
め
て
印
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
全
四

六
七
通
中
三
〇
〇
通
に
留
ま
っ
て
い
る
。
残
り
の
部

分
も
、
何
ら
か
の
形
で
印
行
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
す

る
次
第
で
あ
る
。
　
（
下
巻
A
5
六
三
〇
頁
　
昭
和
三

四
年
九
月
、
上
巻
　
六
瀧
四
頁
　
地
國
　
葉
　
昭
和

三
五
年
二
月
水
口
町
志
編
纂
品
玉
会
発
行
　
非
売

品
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
公
）

西
宮
布
史
編
纂
委
員
会
編

　
西
宮
市
史
第
二
巻

　
先
年
刊
行
さ
れ
た
第
一
巻
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
西

宮
市
史
第
二
巻
が
上
梓
さ
れ
た
。
第
一
巻
は
市
域
の

概
況
と
蜜
語
環
境
・
地
理
的
構
造
を
述
べ
、
歴
史
縮

で
は
古
代
よ
り
中
世
に
到
る
西
宮
の
発
展
過
程
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
が
、
　
本
巻
で
は
、
　
第
三
巻
に
当
る

近
・
現
代
の
西
宮
に
つ
な
が
る
近
世
西
嘗
に
つ
い
て

151　（151）


